
第５７８号 ２０１９年（平成３１年）１月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （８）

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の
平

成
30
年
度
補
正
予
算
は
12
月

12
日
開
催
の
理
事
会
・
評
議

員
会
の
議
決
を
経
て
、
別
表

の
と
お
り
決
定
し
た
。

１
資
金
収
支
補
正
予
算

｜
当
初
予
算
額
と
の
比
較
｜

〔
概
要
〕
予
算
規
模
は
、
当

初
予
算
に
比
べ
６
億
３
１
１

２
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比

１
・
98
％
増
）で
３
２
４
億
５

０
４
６
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度

収
入
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
13
億
２
３
５
１
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
５
・
37
％

増
）
で
２
５
９
億
７
２
６
０

万
円
。
前
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
６

億
９
２
３
９
万
円
の
減
で
64

億
７
７
８
６
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度

支
出
合
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
３
億
６
１
４
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
１
・
19
％

増
）
で
２
６
０
億
５
５
６
９

万
円
。
翌
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
、
翌
年
度
の
収
入
と
な

る
前
受
金
収
入
を
含
み
、
当

初
予
算
に
比
べ
３
億
２
４
９

７
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比

５
・
35
％
増
）
で
63
億
９
４

７
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

２
事
業
活
動
収
支
補
正
予
算

〔
概
要
〕
事
業
活
動
収
支
補

正
予
算
で
は
、
事
業
活
動
収

入
計
が
当
初
予
算
に
比
べ
８

８
７
１
万
円
の
増
（
当
初
予

算
比
０
・
36
％
増
）
で
２
４

６
億
５
８
０
６
万
円
。
事
業

活
動
支
出
計
は
、
当
初
予
算

に
比
べ
２
０
０
７
万
円
の

増（
当
初
予
算
比
０
・
09
％

増
）
で
２
３
３
億
30
万
円
と

な
り
、
基
本
金
組
入
前
当
年

度
収
支
差
額
は
13
億
５
７
７

６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
基

本
金
組
入
額
合
計
は
、
当
初

予
算
に
比
べ
２
億
１
６
２
８

万
円
の
組
入
額
増
（
当
初
予

算
比
６
・
36
％
増
）で
△
36
億

１
４
４
１
万
円
と
な
り
、
基

本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差

額
と
基
本
金
組
入
額
合
計
を

合
わ
せ
た
当
年
度
収
支
差
額

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
１
億

４
７
６
４
万
円
の
支
出
超
過

額
の
増（
当
初
予
算
比
７
・
00

％
増
）
で
△
22
億
５
６
６
５

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
前
年

度
繰
越
収
支
差
額
（
△
３
６

５
億
９
１
８
８
万
円
）
を
加

え
た
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
４
億

６
３
３
９
万
円
の
支
出
超
過

額
の
増（
当
初
予
算
比
１
・
21

％
増
）
で
△
３
８
８
億
４
８

５
３
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　　目 当　初　予　算　額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

学 生 生 徒 等 納 付 金 20,104,353,000 ○ 104,997,000 20,209,350,000

手 数 料 1,009,915,000 ○ 2,639,000 1,012,554,000

寄 付 金 200,000,000 0 200,000,000

経 常 費 等 補 助 金 1,525,163,000 △ 231,028,000 1,294,135,000

国 庫 補 助 金 1,510,006,000 △ 231,028,000 1,278,978,000

地方公共団体補助金 14,757,000 0 14,757,000

学 術 研 究 振 興 資 金 400,000 0 400,000

付 随 事 業 収 入 629,642,000 ○ 54,606,000 684,248,000

雑 収 入 589,951,000 ○ 149,203,000 739,154,000

教 育 活 動 収 入 計 24,059,024,000 ○ 80,417,000 24,139,441,000

事
業
活
動

支
出
の
部

人 件 費 14,395,563,000 ○ 5,426,000 14,400,989,000

教 育 研 究 経 費 7,089,809,000 △ 20,204,000 7,069,605,000

管 理 経 費 1,617,899,000 ○ 40,310,000 1,658,209,000

徴 収 不 能 額 等 0 0 0

教 育 活 動 支 出 計 23,103,271,000 ○ 25,532,000 23,128,803,000

教 育 活 動 収 支 差 額 955,753,000 ○ 54,885,000 1,010,638,000

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受 取 利 息・ 配 当 金 56,894,000 0 56,894,000

その他の教育活動外収入 0 0 0

教 育 活 動 外 収 入 計 56,894,000 0 56,894,000

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 10,023,000 0 10,023,000

その他の教育活動外支出 0 0 0

教 育 活 動 外 支 出 計 10,023,000 0 10,023,000

教育活動外収支差額 46,871,000 0 46,871,000

　 経 常 収 支 差 額 1,002,624,000 ○ 54,885,000 1,057,509,000

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 0 0 0

そ の 他 の 特 別 収 入 453,433,000 ○ 8,301,000 461,734,000

施 設 設 備 補 助 金 3,333,000 ○ 8,301,000 11,634,000

そ の 他 の 収 入 450,100,000 0 450,100,000

特 別 収 入 計 453,433,000 ○ 8,301,000 461,734,000

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 16,937,000 △ 5,455,000 11,482,000

そ の 他 の 特 別 支 出 0 0 0

特 別 支 出 計 16,937,000 △ 5,455,000 11,482,000

特 別 収 支 差 額 436,496,000 ○ 13,756,000 450,252,000

[　予　　　　　 備 　　　　　費　] 150,000,000 0 150,000,000

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 1,289,120,000 ○ 68,641,000 1,357,761,000

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 3,398,126,000 △ 216,286,000 △ 3,614,412,000

当 年 度 収 支 差 額 △ 2,109,006,000 △ 147,645,000 △ 2,256,651,000

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 36,276,134,000 △ 315,750,000 △ 36,591,884,000

基 本 金 取 崩 額 0 0 0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 38,385,140,000 △ 463,395,000 △ 38,848,535,000

(参考)

事 業 活 動 収 入 計 24,569,351,000 ○ 88,718,000 24,658,069,000

事 業 活 動 支 出 計 23,280,231,000 ○ 20,077,000 23,300,308,000

学校法人専修大学 平成３０年度 事業活動収支補正予算書（概要）

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで
(単位:円)

 収　入　の　部

科　　　　　　　　　　目 当　初　予　算　額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 20,104,353,000 ○ 104,997,000 20,209,350,000

手 数 料 収 入 1,009,915,000 ○ 2,639,000 1,012,554,000

寄 付 金 収 入 500,000,000 0 500,000,000

補 助 金 収 入 1,528,496,000 △ 222,727,000 1,305,769,000

国 庫 補 助 金 収 入 1,513,339,000 △ 222,727,000 1,290,612,000

地方公共団体補助金収入 14,757,000 0 14,757,000

学 術 研 究 振 興 資 金 収 入 400,000 0 400,000

資 産 売 却 収 入 200,000,000 0 200,000,000

付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 629,642,000 ○ 54,606,000 684,248,000

受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 56,894,000 0 56,894,000

雑 収 入 589,951,000 ○ 149,203,000 739,154,000

借 入 金 等 収 入 0 0 0

前 受 金 収 入 3,614,425,000 △ 142,343,000 3,472,082,000

そ の 他 の 収 入 701,203,000 ○ 1,643,471,000 2,344,674,000

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 4,285,795,000 △ 266,329,000 △ 4,552,124,000

当 年 度 収 入 合 計  24,649,084,000 ○ 1,323,517,000 25,972,601,000

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 7,170,262,386 △ 692,393,625 6,477,868,761

収 入 の 部 合 計 31,819,346,386 ○ 631,123,375 32,450,469,761

 支　出　の　部

科　　　　　　　　　　目 当　初　予　算　額 補正予算　増○減△ 補 正 後 予 算 額

人 件 費 支 出 14,342,006,000 ○ 145,253,000 14,487,259,000

教 育 研 究 経 費 支 出 4,909,247,000 △ 21,637,000 4,887,610,000

管 理 経 費 支 出 1,410,477,000 ○ 39,003,000 1,449,480,000

借 入 金 等 利 息 支 出 10,023,000 0 10,023,000

借 入 金 等 返 済 支 出 317,790,000 0 317,790,000

施 設 関 係 支 出 2,874,141,000 ○ 223,378,000 3,097,519,000

設 備 関 係 支 出 1,296,383,000 △ 66,175,000 1,230,208,000

資 産 運 用 支 出 650,018,000 0 650,018,000

そ の 他 の 支 出 1,446,519,000 ○ 4,279,000 1,450,798,000

[予        備        費] 150,000,000 0 150,000,000

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 1,657,049,000 △ 17,957,000 △ 1,675,006,000

当 年 度 支 出 合 計 25,749,555,000 ○ 306,144,000 26,055,699,000

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,069,791,386 ○ 324,979,375 6,394,770,761

支 出 の 部 合 計 31,819,346,386 ○ 631,123,375 32,450,469,761

学校法人専修大学 平成３０年度 資金収支補正予算書（概要）

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで
(単位:円)

備考　１．教育活動収支の事業活動収入の部「寄付金」は施設設備寄付金を除く。

　　　２．教育活動収支の事業活動支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を含み、「教育研究経費」と「管

理経費」には、それぞれ減価償却額を含む。

平
成
30
年
度
補
正
予
算

校
友
会
情
報

〈
京
北
連
合
会
総
会
〉

▽
１
月
26
日
（
土
）
13
時
15

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
南
柏
駅
か
ら
徒

歩
１
分
「
グ
ラ
ン
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
」
旴
石
塚
一
馬
氏
☎
０

９
０
・
３
１
３
１
・
０
０
２
８

〈
神
奈
川
県
連
合
会
総
会
〉

▽
２
月
８
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
石
川
町
駅
か
ら

徒
歩
７
分
「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー

ル
ヨ
コ
ハ
マ
」
旴
白
井
吾
郎

税
理
士
試
験
合
格

卒
業
生
へ
お
願
い

　
専
修
大
学
会
計
人
会
（
吉

田
伸
江
会
長
）
で
は
、
合
格

者
の
方
へ
の
支
援
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た
め
、
２

０
１
８
年
度
税
理
士
試
験
に

合
格
し
た
（
一
部
科
目
合
格

も
含
む
）
卒
業
生
の
情
報
を

求
め
て
い
ま
す
。
合
格
者
の

方
は
、
校
友
会
事
務
局
（
☎

03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９
、

E-mail

‥koyuka@acc.sen

shu-u.ac.jp

）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
ド
ニ
ス
86
号
刊
行

　
校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
」

86
号
の
主
な
内
容
▽
新
春
特

別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
▽
「
わ
れ

ら
専
修
人
」
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

麻
屋
葡
萄
酒
㈱
代
表
取
締
役

社
長
雨
宮
清
春
さ
ん
（
昭
46

商
）、看
護
師
で
真
言
宗
僧
侶

の
玉
置
妙
憂
さ
ん（
昭
63
法
）

　
伊
勢
原
体
育
施
設
（
神
奈

川
県
伊
勢
原
市
）
近
く
の
土

地
を
専
修
大
学
に
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
と
し
て
、
12
月

13
日
、
同
市
の
古
谷
浩
さ
ん

に
日
髙
義
博
理
事
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
防
衛
省
海
上
自
衛
隊
で
作

戦
法
規
（
自
衛
隊
の
行
動
に

係
る
国
際
法
等
）
の
分
野
を

長
年
担
当
し
て
き
た
２
等
海

佐
の
佐
藤
幸
輝
さ
ん
（
昭
61

法
）
が
、
11
月
29
日
、
米
国

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
ス
ク

ー
ル
で
国
際
法
の
講
義
を
行

っ
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
２
０
０
２

年
、
米
国
ア
メ
リ
カ
ン
大
学

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
留
学
。
Ｌ

Ｌ
Ｍ
（
国
際
法
学
）
を
取
得

し
た
。
講
義
は
、
米
国
海
軍

大
学
、
海
上
自
衛
隊
幹
部
学

校
、
米
国
タ
フ
ツ
大
学
共
催

の
国
際
法
会
議
に
あ
わ
せ
て

企
画
さ
れ
た
。
佐
藤
さ
ん
は

現
在
、
海
上
自
衛
隊
幹
部
学

校
作
戦
法
規
研
究
室
に
所

属
。
同
研
究
室
と
ゆ
か
り
の

米
国
海
軍
大
学
ス
ト
ッ
ク
ト

ン
国
際
法
セ
ン
タ
ー
所
長
の

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
ラ
ス
カ
教

授
か
ら
講
義
の
一
部
を
委
任

さ
れ
た
。

　
法
務
博
士
課
程
及
び
法
学

修
士
課
程
の
大
学
院
生
約
40

人
に
、
尖
閣
諸
島
情
勢
に
関

わ
る
海
洋
法
及
び
海
戦
法
に

つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
、
学
生
と
活
発

な
質
疑
応
答
を
交
わ
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
「
東
ア
ジ
ア

の
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て

大
き
な
関
心
と
理
解
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意

義
な
も
の
と
な
っ
た
」
と
話

し
た
。

　
な
お
、
佐
藤
さ
ん
は
昨
年

10
月
か
ら
専
修
大
学
合
気
道

部
監
督
に
就
任
し
て
い
る
。

　
専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
（
王
伸
子
団

長
）
の
第
46
回
定
期
演
奏
会

が
12
月
８
日
、
ミ
ュ
ー
ザ
川

崎
で
開
催
さ
れ
、
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
の
交
響
曲
第
２
番

を
披
露
し
た

写
真
。
民
族

色
あ
ふ
れ
る
作
品
を
生
き
生

き
と
演
奏
し
、
約
７
０
０
人

で
埋
ま
っ
た
会
場
は
「
ブ
ラ

ボ
ー
！
」
の
声
が
響
い
た
。

指
揮
は
林
憲
秀
さ
ん
。

　
楽
団
は
学
生
メ
ン
バ
ー
48

人
と
賛
助
会
員
合
わ
せ
て
83

人
編
成
。
学
生
代
表
の
守
屋

希
美
さ
ん
（
文
３
、
ホ
ル

ン
）
は
、
交
響
曲
第
１
楽
章

の
ホ
ル
ン
独
奏
を
見
事
に
奏

で
た
。「
全
員
で
乗
り
切
っ

た
演
奏
会
。
た
く
さ
ん
の
拍

手
を
も
ら
い
、
達
成
感
を
得

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

チャイコフスキー交響曲第２番披露
専フィル定期演奏会

　
土
地
は
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

南
西
部
に
あ
り
13
平
方
㍍
。

約
40
年
前
か
ら
、
こ
の
土
地

か
ら
出
る
地
下
水
を
、
体
育

施
設
や
体
育
寮
で
使
用
し
て

き
た
。
こ
の
ほ
ど
古
谷
さ
ん

か
ら
土
地
を
譲
り
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
っ
た
。
本
学

は
、
伊
勢
原
体
育
施
設
を
利

用
す
る
体
育
会
各
部
の
活
躍

を
支
え
て
く
れ

た
こ
と
に
深
い

謝

意

を

表

し

た
。
古
谷
さ
ん

は
「
今
後
も
大

学
の
発
展
を
応

援
し
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

古
谷
さ
ん
に
感
謝
状

所
有
地
を
寄
付

Ｏ
Ｂ
佐
藤
さ
ん
が
国
際
法
講
義

ハ
ー
バ
ー
ド
大
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で

大学院生の前で講義する佐

藤さん＝ハーバード大ロー

スクール

感
謝
状
を
手
に
す
る
古
谷
さ
ん

氏
☎
０
９
０
・
９
０
９
４
・

６
０
７
４

〈
旭
川
支
部
総
会
〉

▽
２
月
９
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
か
ら
徒
歩
15

分
「
旭
川
ト
ー
ヨ
ー
ホ
テ

ル
」
旴
熊
谷
憲
雄
氏
☎
０
９

０
・
１
５
２
１
・
７
０
７
０

〈
石
巻
支
部
総
会
〉

▽
２
月
16
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
か
ら
徒
歩
１

分
「
大
も
り
や
」
旴
尾
崎
由

明
氏
☎
０
２
２
５
・
２
２
・

７
７
１
８
（
石
巻
専
修
大
学

事
務
部
）


